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               要 旨 
2014年8月19日に太陽の黒点の磁場強度を調べるために、直径の異なる7つの黒点を観測

し、66個の高分散スペクトルデータが得られた。スペクトルを調べたところ、黒点の直径

と磁場による吸収線の幅に比例関係があることがわかった。 

１．はじめに 

私達の学校ではこの13年間、京都大学大学院理学研究科附属花山天文台で太陽の高分散

分光観測による実習を続けてきた。今年は8月18日～21日の4日間観測実習を行った。 

２．観測について 

観測は、花山天文台の太陽館にある口径70cmのシーロスタット望遠鏡に附属する高分散

分光器（波長分解能50万・スリット幅100μ・スリット長が太陽面上で約5万km）を使用し

た。 

分光器で得られたスペクトルはCCDカメラでFITS画像として保

存された。使用した波長域はFeI6301、6302を中心とする6299

Å～6304Åの範囲である。65枚のスペクトル画像が8月19日日本

時間10時00分から11時06分の間に得られた。この２つの吸収線

は磁場の影響を受けて幅が広くなる（ゼーマン効果）。 

↑得られたスペクトル画像の一例 

３．解析 

得られたスペクトル画像は国立天文台提供のマカリを利用してスペクトルトレースに変

換（数値化）された。 

地球大気起源の吸収線を利用して分散方向の1ピクセルあたりの波長の測定を行ったとこ

ろ、0.0039Å／ピクセルの値を得た。スペクトル画像のスリット方向のピクセルあたりの

太陽表面での実長を調べた。Hαモニターに記録されているスリットの形と太陽像を比較し

て、太陽面でのスリット長が50000kmとわかった。これをスペクトル画像でのスリット方向

ピクセル数で割り、43km／ピクセルを得た。 

 

表は観測時の黒点の緯度経度 画像は観測日の太陽（明治大学天文部OBの松本孝さん提供） 



線幅は半値幅（FWHM）を測定した。

スペクトル中の一番明るいところを

コンティニュームとした。吸収線の

中央の一番深いところの明るさとコ

ンティニュームとの中間値の幅を半

値幅と呼ぶ 

 

図１吸収線の線幅（半値幅＝FWHM）の測定方法 

 

４．考察 

 

  ↑図2                   ↑図3 

黒点の暗部の直径と線幅を調べた図２(FeI6302)と図３(FeI6301)を比較するとほぼ同様

な一時直線になっている。先輩の研究(米坂ら 2004)と図２図３との比較で黒点の直径が

5000kmで0.9キロガウス、10000kmで1.1キロガウス、15000kmで1.3キロガウス、20000㎞で

1.6キロガウス程度の磁場を持つことが分かった。 

 一方、半暗部では、磁場強度は黒点の大きさにあまり関係なくばらつきが大きいことが

大きいことがわかった。 

５．結論 

暗部では、黒点の直径と磁場強度の関係は、比例関係にあると考えられる。半暗部では、

黒点の直径と磁場強度に明確な関係が見られなかった。 
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